
地域力を活かした学校づくりとしてのコミュニティ・スクール推進 教育総務課

令和４年度導入５校の実践から（馬込第三小学校、久原小学校、道塚小学校、大森第二中学校、大森第三中学校）
令和7年度（2025年度）までに約50％（小学校30校、中学校15校）を目指し、

翌令和8年度（2026年度：5年度目）を目標に全校設置します。

 地域の皆様のご協力をいただきながら、

コミュニティ・スクールの拡充を検討します。

 新しい地域を担う人財（ＰＴＡや

部活動補助など）との協働関係が育まれます。

 日頃から、災害時のボランティア人財

（中学生など）との協働が生まれます。

学校を中心としたコミュニティの形成、地域力の更なる

向上につながります。

実践校での成果

【モデル事業で得られたもの】

【学校や地域で起きた変化】

①地域の方々の「当事者意識」

→学校に気軽に声をかけていただく

機会が増えた。

②学校の「敷居が低くなった」

→様々な機会に学校へ来ていただく

機会が増えた（交流が生まれる）。

③地域人材の「人脈が広がった。

→地域の様々な方を

紹介してくれる。

実践校での課題

①地域の方々の当事者意識

→学校運営に携わることで、地域

へのメリットを感じてもらう。

②教職員の意識改革

→教員が地域との連携意識を持つ。

③様々な人財活用のための

時間不足 → 時間の制約と、

活用のための調整

④学校評価への関与の難しさ

→基準の理解、評価内容の検討
持続可能な
社会の実現

地域全体で
未来を担う
子ども達
(人財)の
成長を
支える



馬込第三小学校、久原小学校での取り組み事例抜粋

馬込第三小学校

久原小学校

【令和4年度の取り組み】
■学校や地域の伝統を継承するための学校と地域等の連携について
■改築を契機とした地域とつながる活用について
■防災・減災に関する近隣企業との連携について

【令和4年度の取り組み】
■ＩＣＴ教育に関する、タブレットの取扱いについて
■学校関係者評価に関する評価の精査について
■開校１３０周年行事の取り組みについて



道塚小学校、大森第二中学校、大森第三中学校での取り組み事例抜粋

【令和4年度の取り組み】
 ウィズコロナにおける地

域行事での学校との連携
について

 児童の体力向上に向けた、
学校外の地域の活動場
所・取組の紹介について

 放課後ひろばの活動に係
る学校との連携について

【令和4年度の取り組み】
 ジェンダー平等に基づく標準服

の見直し・変更について
 ２学年の職場体験先の拡大につ

いて

大森第二中学校

【令和4年度の取り組み】
 部活の地域移行を見据

えた、コミュニティ部
活（現行料理部）の拡
大について 料理部ｻﾎﾟｰﾄ

道塚小学校

大森第三中学校


